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１
月
１
日
、
大
淀
ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
プ
場
前
の
海
岸
で
、
元
日

の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
「
初
日
の

出
を
迎
え
る
会
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
や
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
念
し
よ
う
と
、
明
和
町
観
光
協

会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
会

場
に
は
、
初
日
を
見
よ
う
と
約

３
０
０
０
人
の
親
子
連
れ
な
ど
が

訪
れ
て
お
り
、
正
月
飾
り
に
彩
ら

れ
た
会
場
は
大
変
な
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

明
和
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏

や
、温
か
い
豚
汁
も
ふ
る
ま
わ
れ
、

訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
海
岸
で
は
ど
ん
ど
火
が

焚
か
れ
、
暖
を
と
り
な
が
ら
初
日

を
待
つ
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
午
前
７
時

頃
に
明
る
さ
を
増
し
、
初
日
が
昇

る
と
、参
加
者
ら
は
し
ば
し
の
間
、

美
し
い
初
日
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。 新

春
の
空
に
初
日
昇
る

　
　
　

 

【
明
和
町
観
光
協
会
の
初
日
の
出
を
迎
え
る
会
】

明
和
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

　

12
月
28
日
、
明
和
中
学
校
新
校

舎
の
完
成
式
典
が
行
わ
れ
、学
校
・

行
政
関
係
者
の
ほ
か
、
各
地
区
の

自
治
会
長
な
ど
約
70
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
2
階
建
て
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
で
延
べ
床
面
積
は

８
８
８
２
・
８
８
平
方
メ
ー
ト
ル
。

旧
校
舎
が
築
約
60
年
経
過
し
老
朽

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
の
秋
か
ら
中
学
校

の
隣
接
し
た
敷
地
に
新
校
舎
の
建

設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

各
学
級
の
教
室
は
全
て
2
階
に

配
置
さ
れ
て
お
り
、
教
室
全
体
が

均
一
に
明
る
く
木
材
を
多
く
使
用

し
た
風
通
し
の
良
い
設
計
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
各
教
室
の
案
内
プ
レ
ー
ト

や
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
は
、
御

糸
織
の
藍
染･

町
の
花
ノ
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
の
色
彩
を
使
い
明
和
町

の
カ
ラ
ー
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昇
降
口
に
面
し
た
廊
下
は
、「
伊

勢
街
道
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
太

陽
光
発
電
の
発
電
量
を
表
示
し
た

パ
ネ
ル
や
地
熱
を
利
用
し
た
エ
コ

ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
引
渡
し
式
が
行
わ

れ
、
設
計
を
担
当
し
た
株
式
会
社

青
島
設
計　

青
島
代
表
取
締
役
社

長
と
施
工
を
担
当
し
た
株
式
会
社

淺
沼
組 

執
行
役
員 

堀
田
名
古
屋

支
店
長
か
ら
世
古
口
町
長
と
明
和

中
学
校 

大
西
校
長
に
学
校
の
鍵

と
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
内
覧
会
が
開

か
れ
、
出
席
者
た
ち
は
特
別
教
室

や
生
徒
た
ち
の
教
室
を
見
て
回
り

ま
し
た
。

  

 多気郡明和町斎宮 1497-45 

新築、リフォーム、小さい修理、住まいのお困り事
など、建築のことならお気軽にご相談ください。 

三重県知事許可（般）29-7363 
検索 たなか建築 

ホームページからも 

情報発信しています！ 

ʢ༗ྉࠂ޿ʣ
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恒
例
の
明
和
町
消
防
団
︵
藪
谷

一
雄
団
長
︶出
初
式
が
１
月
５
日
、

明
和
町
中
央
公
民
館
と
役
場
職
員

駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
１
４
０
人
の
消
防
団
員
を
は

じ
め
、
明
和
消
防
署
員
や
町
関
係

者
な
ど
、
総
勢
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
式

典
で
は
、
消
防
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
皆
さ
ん
の
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
続
き
、
役

場
駐
車
場
で
通
常
点
検
︵
人
員
・

姿
勢
・
服
装
の
点
検
︶
や
機
械
器

具
の
点
検
、一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、

団
員
は
防
火
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。︵
敬
称
略
、
順
不
同
︶

明
和
町
消
防
団
の
出
初
式

　
 

【
式
典
・
功
績
表
彰
、機
械
器
具
点
検
や
一
斉
放
水
】

■
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰

精
勤
章
＝
新
田　

新

表
彰
徽
章
＝
伊
藤
啓
真
、
奥
山
尚

希
、
長
岡
大
輔
、
井
上
拓
哉
、
兒

島
正
人
、
小
木
曽
崇
寿
、
吉
田
洋

子
、
森　

浩
太
郎
、
馬
場　

崇
、

島
田
久
男
、
森　

諒
平
、
大
角
崇

貴
、
山
中　

剛
、
西
村
元
樹
、
松

田　

理
、
北
出
一
紀
、
山
路
由
香

■
三
重
県
消
防
協
会
松
阪
支
会
長

表
彰

功
績
章
＝
中
村
幸
司
、鈴
木
大
樹
、

児
山
浩
章

表
彰
徽
章
＝
森
井
匡
樹
、
上
田
元

教
、
北
村　

渉
、
東
村
直
樹
、
山

口
法
寛
、
山
邉
智
章
、
小
林
佑
輔
、

渡
邉
竜
一
、
橋
爪
秀
幸
、
本
多
千

承
、
濱
口　

諒
、
西
尾
博
登

■
明
和
町
長
表
彰

勤
続
章
＝
西　

明
美
、
市
野
沢
仁

美
、
西
井
直
貴
、
堀
川
卓
寛
、
橋

爪
竜
太
、
松
葉
和
道
、
菅
野
明

明
和
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　

三
重
県
福
祉
関
係
功
労
表
彰
を
受
賞

　

明
和
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

が
、
長
年
の
活
発
な
活
動
な
ど
が

認
め
ら
れ
、
三
重
県
福
祉
関
係
功

労
表
彰
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
福
祉
の

増
進
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
等

を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
12
月
19

日
に
津
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

鈴
木
三
重
県
知
事
よ
り
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
た
こ
と
を
世
古
口
町
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
み
な
さ
ん

は
、「
受
賞
で
き
た
の
は
先
輩
方

が
し
て
き
た
努
力
の
お
か
げ
。
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
人
の
手
助

け
に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
報
告
を
受
け
て
町

長
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

大
切
に
、
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ʢ༗ྉࠂ޿ʣ

人
、
西
原
宏
顕
、
山
下
善
貴
、
中

西　

良
、
橋
爪
和
成
、
橘　

達
也

吉
川
恭
平
、
山
路
雄
紀
、
江　

和

行
、
坂
本
総
夫
、
小
林
道
生
、
中

北　

誠
、
山
中
智
貴

機
械
器
具
愛
護
表
彰
＝
第
１
分
団

第
２
部
、
第
２
分
団
第
９
部
、
第

３
分
団
第
２
部
、
第
４
分
団
第
３

部
、
第
５
分
団
第
１
部

·ͪͷ࿩୊
報め͍Θ޿ ྩ和̎೥
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明
和
町
ふ
る
さ
と
交
流
会
を
東
京
で
開
催

　
　
　
─ 

お
知
り
合
い
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い 

─

　

明
和
観
光
商
社
と
町
で
は
、
明

和
町
出
身
者
の
方
や
町
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
個
人
、
企
業
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
明

和
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
新
ブ
ラ
ン

ド
の
発
表
や
明
和
町
出
身
の
音
楽

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
長
岡
成
貢
氏

に
よ
る
明
和
町
の
新
作
動
画
の
発

表
、
新
特
産
品
の
試
食
な
ど
も
行

う
「
ふ
る
さ
と
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
が
み
え

ま
し
た
ら
、
詳
細
を
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
明
和
観
光
商
社
︵
☎

67
・
６
８
５
０
︶
ま
た
は
防
災
企

画
課
︵
☎
52
・
７
１
１
２
︶
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
7
日
︵
土
︶
午
後

2
時
～
4
時

■
場
所　

三
重
テ
ラ
ス
２
階
︵
東

京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
２

－

₄

－

１
︶

ʢ༗ྉࠂ޿ʣ

御
裳
濯
川

み
も
す
そ
が
わ

斎
王

さ
い 

お
う

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
甘
み
際
立
つ

芳
醇
な
銘
酒

辛
口
で
す
っ
き
り
な
が
ら

米
の
旨
味
を
感
じ
る
味
わ
い

令
和
元
年
度
明
和
町
成
人
式

　

１
月
12
日
、
明
和
町
中
央
公
民

館
で
令
和
元
年
度
明
和
町
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
は
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
２
０
７
人
が
出
席
。
式
で
は
、

町
長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

新
成
人
代
表
の
岩
﨑　

優
さ
ん
が

新
成
人
の
言
葉
を
述
べ
、「
成
人

式
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た

が
、
大
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
地
点

に
立
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
今
後
社
会

人
と
し
て
義
務
と
責
任
を
果
た
し

な
が
ら
真
の
大
人
に
な
っ
て
い
き

た
い
。
今
後
、
個
々
の
力
は
少
な

い
も
の
の
、
仲
間
と
共
に
明
和
町

に
活
気
を
与
え
良
い
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
中
学
校
恩
師
を

招
い
て
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
記

念
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
久
し
ぶ
り

に
会
う
同
級
生
と
の
再
会
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

中ԝެຽؗでߦΘΕͨ੒ਓࣜ

　かͭͯҏ੎神ٶにͭか͑ͨおඣ༷が฻Β
しͨ౎ʮٶࡈʯで、こͲもͨちがओ໾のイ
ϕントをࠓ年も開࠵ʂࠓճは、ಇくंがେ
ू߹ʂかっこかΘいいࣸਅをҰॹにࡱっ
ちΌおうʂଞにも、ϚϧγΣ΍ΏるΩϟラ
ొ৔のほかָしいが੝ΓͩくさんͩΑʂ
༡ͼにདྷͯͶ

˙։࠵日　݄̏ �1 ೔ʢ౔ʣ
前ޕ　 　　　　 1� ࣌̏ޙޕ～࣌
˙場　ॴ　い͖ͭのΈ΍஍Ҭަྲྀηンλー
˙಺　༰　はͨΒくं、ちͼっこΤϦア、
　　　　　Ωッチンカー、ϚϧγΣ、
　　　　　ଞいΖいΖ
˙໰͍߹Θͤઌ
�՝ʢὸ 5ޫ؍੻ɾ文化ٶࡈ　 ʵ �1��ʣ

こども わいわい 
フェスティバル 2020

ຊ年౓  ࣮ ҕһのօさんߦ

ࢠ年の;るさとަྲྀ会の༷ࡢ

·ͪͷ࿩୊
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

　
　

販
売
・
利
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

明
和
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

に
つ
き
ま
し
て
、
商
品
券
の
販
売

期
限
が
２
月
28
日
︵
金
︶、
店
舗

で
の
利
用
期
限
が
２
月
29
日︵
土
︶

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

役
場
か
ら
届
い
た
商
品
券
の
引

換
券
、
購
入
さ
れ
た
商
品
券
を
お

持
ち
の
方
は
、
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
。

　

期
限
後
の
購
入
並
び
に
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

商
品
券
の
販
売
店
舗
、
並
び
に

利
用
可
能
店
舗
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
明
和
町
商
工
会
︵
☎
52
・

５
２
３
５
︶
か
、
役
場
農
水
商
工

課
︵
☎
52
・
７
１
１
８
︶
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 มߋ前 มޙߋ

̑ਓ૧ 6��
���ԁ ���
���ԁ

̓ਓ૧ 6�1
���ԁ �1�
���ԁ

1�ਓ૧ 6��
���ԁ 5��
���ԁ

׵౓ॲཧ۠Ҭのసߴ˕

上
水
道
の
検
針
員
を

募
集
し
ま
す

　

町
上
下
水
道
課
で
は
、
毎
月
の

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
行
っ
て
い

た
だ
く
検
針
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

検
針
を
行
う
に
あ
た
っ
て
特
に

資
格
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容　

毎
月
の
検
針
期
間

内
に
検
針
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
検
針
し
、
検
針
票
を
ポ
ス
ト
に

投
函
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
検
針
地
区
・
件
数
・
委
託
開
始

時
期　

面
談
に
て
調
整
決
定
し
ま

す
。

■
１
カ
月
あ
た
り
の
委
託
料　

基

本
料
金
５
千
円
＋
検
針
件
数
×
60

円■
お
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道

課
︵
☎
52
・
７
１
２
０
︶

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、
明

和
町
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金
を

変
更
し
ま
す
。

　

高
度
処
理
区
域
の
単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
、
く
み
取
り
便
槽
か

ら
の
転
換
に
つ
い
て
、
一
般
区
域

の
転
換
補
助
金
額
と
同
額
と
し
ま

す
。 合

併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金
の
変
更
に
つ
い
て

建
て
替
え
に
よ
る
転
換
の
扱
い

　

単
独
処
理
浄
化
槽
又
は
く
み
取

り
便
槽
を
使
用
し
て
い
る
建
物

を
、
す
べ
て
取
り
壊
し
て
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、

新
築
と
同
じ
扱
い
と
し
ま
す
。

　 มߋ前 มޙߋ
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町
長
出
張
座
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
町
政
に

反
映
し
て
い
く
た
め
「
町
長
出
張
座
談
会
」
を
、
地
元
に
お
邪

魔
す
る
形
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
２
日
程
度
を
予
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
い
た
だ
い
た

地
域
に
お
邪
魔
し
て
皆
さ
ん
と
町
政
の
様
々
な
分
野
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

　

日
程
は
次
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。（
行
事
等
に
よ
り
変

更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
変
更
等
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

２
月
の
座
談
会　
�
日
（
土
）
午
前
�
時
〜
午
後
�
時

　
　
　
　
　
　
　
��
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

３
月
の
座
談
会　
1�
日
（
土
）
午
前
�
時
〜
午
後
�
時

　
　
　
　
　
　
　
��
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

■
お
申
込
み
は
開
催
日
の
1�
日
前
ま
で
に
、
別
添
の
申
請
書
に

よ
り
防
災
企
画
課
（
☎
5�
・
７
１
１
２
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

４
月
１
日
︵
水
︶
よ
り
開
館
時

間
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
、
都
合
に
よ
り
休
館
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

全
日
：
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

　

詳
し
く
は
伊
勢
広
域
環
境
組

合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
︵
☎
38
・

２
８
０
０
︶
ま
で
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令
和
元
年
分 

所
得
税
と
町
・
県
民
税︵
住
民
税
︶の
申
告

　
　

   

申
告
受
付
期
間
は
２
月
17
日
～
３
月
16
日︵
土
日
祝
日
は
除
く
︶

松
阪
税
務
署（
☎
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
）　

明
和
町
税
務
課（
☎
52
・
７
１
１
３
）

松
阪
税
務
署
と
明
和
町
で
は
、
２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
月
）

（
土
・
日
曜
祝
日
を
除
く
）
の
間
に
、
所
得
税
と
町・県
民
税
（
住
民
税
）

の
申
告
相
談
・
申
告
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
申
告
期

限
の
間
際
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
し

ま
す
。

■
申
告
会
場
・
内
容
等

①
松
阪
商
工
会
議
所
１
階
大
ホ
ー

ル
（
相
談
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
受
付
は
４
時
ま
で
）
ま

で
で
土
・
日
曜
日
は
除
く
。）
確

定
申
告
受
け
付
け
の
主
会
場
で
、

全
項
目
の
申
告
・
相
談
が
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
が

対
象
で
す
の
で
、
町・県
民
税
︵
住

民
税
︶
申
告
の
相
談
と
提
出
は
、

町
役
場
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
︵
株
式
等
の
資
産
譲
渡

も
含
む
︶、
営
業
所
得
・
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
に
関
す
る
申
告

に
つ
い
て
は
、
主
会
場
で
取
り
扱

い
ま
す
。

②
町
役
場
研
修
室
（
受
付
時
間
＝

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
・
午
後
０

時
30
分
〜
午
後
４
時
。
相
談
時
間

 

所
得
税
確
定
申
告
の

 

相
談
・
内
容
等

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
で

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
な
お
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
間
は
職
員

の
対
応
・
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
）

簡
易
な
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

譲
渡
・
山
林
所
得
・
贈
与
税
に

関
す
る
相
談
は
、
当
会
場
で
は
行

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
営
業
所
得
・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告

︵
譲
渡
所
得
を
除
く
︶
に
つ
い
て

は
、２
月
17
日︵
月
︶と
18
日︵
火
︶

の
２
日
間
に
限
り
対
応
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ

と
印
鑑
の
ほ
か
に
、
次
の
も
の
が

必
要
で
す
。

■
申
告
者
全
員

　

個
人
番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」︵
写

真
な
し
︶、
お
よ
び
運
転
免
許
証

 

申
告
に
持
参
す
る
も
の

も
し
く
は
健
康
保
険
証
な
ど
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
︵
写
真
付
︶
を
お

持
ち
の
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
み
で
結
構
で
す
。

　

家
族
が
代
理
で
申
告
書
を
提
出

す
る
場
合
は
、
そ
の
申
告
者
名
義

の
個
人
番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」
や

運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
代
理
人
が
申
告
に
み
え

る
場
合
は
、
申
告
者
名
義
の
通
知

カ
ー
ド
、
免
許
証
や
保
険
証
の
写

し
の
ほ
か
、
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
と
し
て
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
も
必
要
で
す
。

　

申
告
会
場
内
に
コ
ピ
ー
機
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
来
場
前
に
コ

ピ
ー
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者

源
泉
徴
収
票

■
事
業
を
し
て
い
る
人　

収
支
内

訳
書
、
収
入
金
額
お
よ
び
必
要
経

費
が
わ
か
る
も
の
︵
事
前
に
収
入

金
額
や
必
要
経
費
等
の
集
計
を
お

願
い
し
ま
す
︶

■
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人　

令
和
元
年
中
に
支
払
っ
た

医
療
費
控
除
の
証
明
書
︵
明
細
書

は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
︶。
な
お
、
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書

と
申
告
さ
れ
る
人
が
一
定
の
取
り

組
み
︵
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、

が
ん
検
診
な
ど
︶
を
行
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
。

■
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人　

国
民
年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た

「
控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収
書
。

そ
の
他
の
社
会
保
険
料
は
、
支
払

金
額
が
確
認
で
き
る
も
の

■
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震

保
険
料
控
除
証
明
書
︵
平
成
18
年

12
月
31
日
ま
で
に
契
約
の
長
期
損

害
保
険
分
含
む
︶

■
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人　

配
偶
者
の
所
得
金
額

が
分
か
る
も
の

■
寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人　

控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付

金
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
︵
内
容
に
よ
っ

て
は
①
～
③
以
外
の
添
付
書
類
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
︶

①
住
民
票
の
写
し

②
住
宅
の
登
記
簿
謄
本
お
よ
び
売

買
契
約
書
の
写
し
︵
土
地
も
購
入

さ
れ
た
人
は
、
そ
の
分
の
謄
本
な

ど
も
必
要
︶

③
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

■
所
得
税
の
還
付
申
告
を
し
よ
う

と
す
る
人　

本
人
の
還
付
金
の
振

込
先
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

※ 

所
得
税
確
定
申
告
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
松
阪
税
務
署
（
☎

０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、
自

動
音
声
案
内
後
「
０
」
を
選
択
）

ま
た
は
明
和
町
税
務
課
（
☎
52
・

７
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

町
・
県
民
税
︵
住
民
税
︶
の
申

告
は
令
和
２
年
度
の
町
・
県
民
税

額
を
正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
資
料
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑴
令
和
元
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
書
を
提
出
し
た
人

⑵
令
和
元
年
中
の
所
得
が
給
与
所

得
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

所
得
で
、「
給
与
支
払
報
告
書
」

ま
た
は
「
公
的
年
金
等
支
払
報
告

書
」
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

 

町
・
県
民
税
（
住
民
税
）

 

申
告
の
相
談
・
受
け
付
け
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給
与
所
得
者
及
び
年
金
受
給
者

※
譲
渡
所
得
︵
土
地
、
建
物
お
よ

び
株
式
等
を
売
ら
れ
た
人
︶
の
申

告
を
す
る
人
、
山
林
所
得
の
申
告

を
す
る
人
、
贈
与
税
の
申
告
を
す

る
人
、
税
務
署
へ
の
来
署
案
内
文

書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
、
初
め

て
消
費
税
の
申
告
を
す
る
場
合
で

申
告
書
の
作
成
に
長
時
間
を
要
す

る
人
、
青
色
申
告
特
別
控
除
65
万

円
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
決

算
書
の
作
成
に
長
時
間
を
要
す
る

人
は
、
い
ず
れ
も
税
務
署
等
の
確

定
申
告
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
17
日
︵
月
︶
と
18

日
︵
火
︶
の
２
日
間
、
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
︵
正
午
～
午
後

１
時
ま
で
を
除
く
︶

■
場
所　

町
役
場
研
修
室

■
担
当　

東
海
税
理
士
会
松
阪
支

部
所
属
税
理
士

※
会
場
で
は
、
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
︵
電

子
申
告
︶
も
利
用
で
き
ま
す
。
電

子
申
告
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人

番
号
カ
ー
ド
︵
電
子
証
明
付
き
︶

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す

で
に
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
さ

れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
番
号
の
分

か
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
︵
☎

０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、
自

動
音
声
案
内
後
「
０
」
を
選
択
︶

※
た
だ
し
、
①
～
③
の
人
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

①
１
年
間
の
給
与
の
収
入
金
額
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る

人
②
１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
て
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
︵
例

え
ば
、
農
業
や
不
動
産
の
貸
付

に
よ
る
所
得
や
公
的
年
金
の
所

得
な
ど
︶
の
合
算
額
が
20
万
円

を
超
え
て
い
る
人

③
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
支
払
い

を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整
を

し
な
か
っ
た
人
の
給
与
の
収
入

金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
と
の
合
計
額

が
20
万
円
を
超
え
て
い
る
人

　

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、

な
ど
を
受
け
よ
う
と
し
た
り
、
マ

イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

取
得
し
た
人
、
地
震
や
火
災
・
風

水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、
住

宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た

人
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就

職
を
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。町
・

県
民
税
︵
住
民
税
︶
の
申
告
相
談

は
、
所
得
税
確
定
申
告
の
町
役
場

研
修
室
会
場
の
ほ
か
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　

本
年
も
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

案
内
と
申
告
書
な
ど
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
指
定
の
日
時
・
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
各
地
区
訪
問
日
程

૬ஊ日 ର৅地۠ 場　ॴ
݄̎ �6 ೔ʢਫʣ ٶ　ࡈ い͖ͭ会ؗ

　　�� ೔ʢ໦ʣ 明　星
ʢ༗࣐中पลʣ

༗࣐中۠　ୈ̍ެຽؗ
ʢ旧 さくΒ会ؗʣ

　　�� ೔ʢ金ʣ 明　星 明星会ؗ
݄̏  ̏೔ʢՐʣ ࢳޚ্ ;Ε͋い会ؗ
　　  ̐೔ʢਫʣ Լࢳޚ Έいと会ؗ
　　  ̑೔ʢ໦ʣ େ　ཎ େཎ会ؗ

※
こ
の
日
程
中
、
対
象
地
区
以
外

の
地
区
は
役
場
研
修
室

※
い
ず
れ
の
場
所
も
、
受
付
時
間

は
①
午
前
８
時
30
分
～
11
時
、

②
午
後
０
時
30
分
～
午
後
４

時
、
相
談
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
５
時
で
す
。
た
だ
し
、
正

午
～
午
後
１
時
は
職
員
の
対
応

と
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

公
的
年
金
等
を

 

受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

　

所
得
が
公
的
年
金
等
だ
け
︵
年

金
以
外
の
所
得
が
な
い
︶
で
、
公

的
年
金
等
の
収
入
額
が
４
０
０
万

円
以
下
の
場
合
は
、
確
定
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
「
実
際
に
は
扶
養
し
て

い
る
が
、
源
泉
徴
収
票
に
扶
養
家

族
の
人
数
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
」
場
合
は
、
町
・
県
民
税
︵
住

民
税
︶
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
・
県
民
税
や
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
が

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
町
・
県
民
税
︵
住
民
税
︶
申
告

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明
和
町
税

務
課
︵
☎
52
・
７
１
１
３
︶
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
税
理
士
に
よ
る

 

無
料
税
務
相
談
所
を
開
設

■
対
象
者　

①
前
年
分
の
所
得
金

額
︵
青
色
申
告
特
別
控
除
前
又
は

事
業
専
従
者
控
除
前
︶
が
３
０
０

万
円
以
下
の
人
、
②
消
費
税
課
税

事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
基
準

期
間
︵
平
成
29
年
分
︶
の
課
税
売

上
高
が
３
０
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
前
記
①
に
該
当
す
る
人
、
③

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
な
ど
の
納
付
期
限
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
納
付
書
に

よ
っ
て
最
寄
り
の
金
融
機
関
窓
口

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
所
得
税　

３
月
16
日︵
月
︶

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）　

３
月
31
日
︵
火
︶

※
納
税
は
、
安
心
で
便
利
な
振
替

納
税
を
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
提
出
後
に
、
税
務
署

か
ら
納
付
書
の
送
付
や
納
税
通
知

な
ど
に
よ
る
お
知
ら
せ
は
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
、
振

替
納
税
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
松
阪
税
務
署
管
理
運
営
部
門

︵
☎
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、

自
動
音
声
案
内
後
「
２
」
を
選
択
︶

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

所
得
税
な
ど
の
納
付
期
限

͘ Β ͠
報め͍Θ޿ ྩ和̎೥
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ʲ令和ݩ年౓のఆظ઀छର৅ऀʳ
　աڈに੒ਓ༻ഏԌەٿϫクチンʢ�� Ձʣを઀छしͨことがͳく、Լهの対৅年ྸに֘౰するਓ

　઀छ࣌఺でຬ 6� Ҏ্ࡀ 65 の਎ลの೔ৗݾೳにࣗػのいͣΕかのثٵݺະຬで、৺ଁɾਛଁɾࡀ
生׆がۃ౓に੍ݶさΕるఔ౓のোがいを༗するਓ、·ͨはώト໔Ӹෆશ΢イϧスにΑΓ໔Ӹػೳに
೔ৗ生׆がほとんͲෆՄೳͳఔ౓のোがいを༗するਓも઀छで͖·すɻ

ʲ઀छྉۚʳ�
��� ԁʢ˞生׆อޢのํはແྉとͳΓ·すʣ
ʲ઀छ場ॴʳྸߴ者ഏԌەٿϫクチン༧๷઀छ࣮ࢪҩྍؔػʢ三重ݝ಺ʣ　
　　　　　  ৄ しくは、健康͋ΏΈ՝ʢὸ 5�ɾ�115ʣ·で

Ｍ
Ｒ
・
Ｄ
Ｔ
予
防
接
種

　

Ｍ
Ｒ
︵
麻
し
ん
・
風
し
ん
︶
第

２
期
予
防
接
種
の
接
種
終
了
時
期

が
近
付
い
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｔ
二
種
混
合︵
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
︶
第
２
期
予
防
接
種
も
お

早
目
に
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
と
は

　

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
、
伝
染
力

が
極
め
て
強
く
、
万
一
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
肺
炎
、
急
性
脳

炎
、
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
︵
約

10
年
く
ら
い
た
っ
て
発
症
す
る
脳

炎
︶
等
の
合
併
症
を
併
発
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　

風
し
ん
で
は
、
妊
婦
が
妊
娠
初

期
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
と
い
っ
て
、
多
発

奇
形
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

※
１
歳
頃
に
接
種
し
た
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
の
２
回
目
で
す
。
第
２
期
を

受
け
る
こ
と
で
病
気
に
対
す
る
免

疫
力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｔ
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
と
は

　

ジ
フ
テ
リ
ア
菌
は
飛
沫
感
染
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。
主
に
、
の
ど

や
鼻
等
の
粘
膜
が
お
か
さ
れ
、
呼

吸
器
系
の
症
状
が
出
ま
す
。

　

破
傷
風
は
土
の
中
に
潜
む
破
傷

風
菌
か
ら
感
染
し
ま
す
。
日
本
中

ど
こ
に
で
も
菌
が
い
る
た
め
、
感

染
の
可
能
性
は
常
に
あ
り
ま
す
。

自
分
で
は
気
付
か
な
い
程
度
の
小

さ
な
傷
か
ら
感
染
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
感
染
す
る
と
、
口
が
開

き
に
く
く
な
り
、
硬
直
や
痙
攣
な

ど
の
激
し
い
全
身
症
状
が
現
れ
、

死
亡
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
致

死
率
が
高
く
、治
療
が
困
難
で
す
。

母
体
か
ら
の
免
疫
が
期
待
で
き
な

い
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
で
し
か
予
防

で
き
ま
せ
ん
。

※
乳
幼
児
期
の
基
礎
免
疫
︵
三
種

混
合
第
１
期
も
し
く
は
二
種
混
合

第
１
期
︶
完
了
後
の
追
加
接
種
で

す
。

※
母
子
健
康
手
帳
で
接
種
状
況
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所　

予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
る
医
療
機
関︵
三
重
県
内
︶

※
接
種
を
希
望
す
る
方
は
予
診
票

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
診

票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
健
康
あ

ゆ
み
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

健
康
あ
ゆ
み

課
︵
☎
52
・
７
１
１
５
︶

ϫΫチン໊ ઀छ回਺ ର৅ऀ

.3
ʢຑしんɾ෩しんʣ

ୈ̎ظ
̍ճ

5 Ҏ্ࡀ � ະຬの者で࣍年౓にࡀ
小学校΁ೖ学するࣇʢ年௕ࣇʣ
˞ 3 ２年 3 月 31 日·Ͱにड͚ͯ
くͩさい

%T ೋछࠞ߹
ʢδフテϦアɾഁই෩ʣ

ୈ̎ظ
̍ճ

11 Ҏ্ࡀ 13 ະຬࡀ
˞খֶ 6 年ੜに対しͯ༧਍ථを഑
෍しͯ͋Γ·す

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種はお済みですか？

ର৅年ྸ ੜ年月日 ର৅年ྸ ੜ年月日
65 ࡀ ত和 �� 年 � ݄ � ೔生～ত和 �� 年 � ݄ 1 ೔生 �� ࡀ ত和 � 年 � ݄ � ೔生～ত和 5 年 � ݄ 1 ೔生
�� ࡀ ত和 �� 年 � ݄ � ೔生～ত和 �5 年 � ݄ 1 ೔生 �5 ࡀ େਖ਼ 1� 年 � ݄ � ೔生～େਖ਼ 1� 年 � ݄ 1 ೔生
�5 ࡀ ত和 1� 年 � ݄ � ೔生～ত和 �� 年 � ݄ 1 ೔生 1�� ࡀ େਖ਼ � 年 � ݄ � ೔生～େਖ਼ � 年 � ݄ 1 ೔生
�� ࡀ ত和 1� 年 � ݄ � ೔生～ত和 15 年 � ݄ 1 ೔生 1�� ࡀ

Ҏ্ େਖ਼ � 年 � ݄ 1 ೔生Ҏ前
�5 ࡀ ত和 � 年 � ݄ � ೔生～ত和 1� 年 � ݄ 1 ೔生

͓ ஌ Β ͤ
報め͍Θ޿ ྩ和̎೥

（�0�0೥） ݄̎߸
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児
童
セ
ン
タ
ー
︵
上
村
１
４
１

９
番
地
︶
は
、｢

健
全
な
遊
び
の

場｣

を
提
供
す
る
児
童
厚
生
施
設

で
す
。
未
就
学
児
か
ら
小
学
生
・

中
学
生
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。︵
未

就
学
児
は
必
ず
保
護
者
同
伴
︶

■
開
館
日
時　

月
曜
～
土
曜
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
︵
た
だ
し
、

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
終
日

休
館
︶

【
プ
ラ
バ
ン
で
あ
そ
ぼ
う
！
】

　

プ
ラ
バ
ン
︵
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

板
を
使
っ
た
工
作
︶
で
ス
テ
キ
な

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　

２
月
15
日
︵
土
︶　

午

後
１
時
45
分
～
３
時

■
対
象
者　
明
和
町
在
住
の
小
学
生

■
定
員　

15
人
︵
先
着
順
︶

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
期
間

　

２
月
５
日
︵
水
︶
～
14
日
︵
金
︶

※
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
し
込

み
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
︵
☎
52
・

２
５
１
９
︶ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ະबԂࣇͱอऀޢのօ͞Μ͝ར༻͍ͩ͘͞

ʲࢠҭͯࢧԉηンλʔɹ行ࣄ༧ఆʳ
Ճい͖ͨͩ、֤छࢀ者のօさんに͝ޢͲもとͦのอࢠԉηンλーは、อ育ॴ΍༮ஓԂにະबԂのࢧ育ͯࢠ　
事ߦがで͖る৔で、֤छ׵育ͯͳͲの৘ใަࢠͨ·、事ͳͲを௨ͯ͡Ұॹにお࿩しͨΓ、ָしく༡んͩΓߦ
を࣍のとおΓߦい·すɻօさん、Ͳうͧおܰؾに͝ࢀՃくͩさいɻ

͍ͪ͘͝ΒͿ
˕਌ࢠͰΫοΩンά
˙日࣌　݄̎̐೔ʢՐʣޕ前1�࣌～11࣌
˙ఆһ　1�૊
˞ਃࠐඞཁ

˕͓͸ͳ͠ձ
˙日࣌　݄̎̒೔ʢ໦ʣޕ前1�࣌��෼～11࣌
˞ਃࠐෆཁ

ҭͯΞυόΠβʔͱ͓͠Ό΂Γձࢠ˕
˙日࣌　݄̎1�೔ʢՐʣޕ前1�࣌～ਖ਼ޕ
˞ਃࠐඞཁ

˕ϤΨͰリϑϨογϡ̇
˙日࣌　݄̎��೔ʢ໦ʣޕ前1�࣌��෼～11࣌��෼
˙ఆһ　1�૊
˞ਃࠐඞཁ

˕͓ͻͳ͞·を࡞Ζ͏ʂ
˙日࣌　݄̎�6೔ʢਫʣޕ前1�࣌～11࣌
　　　　݄̎��೔ʢ໦ʣޕ前1�࣌～11࣌
˙ఆһ　֤1�૊
˞ਃࠐඞཁ

ʲ͍ͪ͘͝ΒͿ（明和Ώ͔ͨԂ２階）r
ὸ���ɾ�155ɾ���1

 IUUQ���XXX�UPZPUTuKJEPu�DPN�NeJXB�

͋͜Β

ಐηンタʔࣇ
ὸ5�ɾ�51�

݄～金ʢޕ前࣌̕～࣌̎ޙޕʣ

݄～金ʢޕ前࣌̕～ਖ਼ޙ̍ޕ、ޕ ࣌～̏ ࣌ʣ

݄～౔ʢޕ前࣌̕～࣌̑ޙޕʣ

͓ͻ͞·ͻΖ͹
˕਌ࢠ;Ε͍͋ϤΨ（͏͗͞コʔεɾ２͚޲ࣇࡀ）
˙日࣌　݄̎��೔ʢ金ʣޕ前1�࣌～
˞ਃࠐෆཁ

˕͓ͻ͞·ͻΖ͹の։ؗ日（̏月લ൒·Ͱ）
݄̎̐೔ʢՐʣ、̑ ೔ʢਫʣ、̓ ೔ʢ金ʣ、1�೔ʢ݄ʣ、1�೔

ʢ金ʣ、1�೔ʢਫʣ、�1೔ʢ金ʣ、�6೔ʢਫʣ、��೔ʢ金ʣ、̏ ݄
̏೔ʢՐʣ、̐ ೔ʢਫʣ、̒ ೔ʢ金ʣ、̕ ೔ʢ݄ʣ、1�೔ʢ金ʣ、1�
೔ʢՐʣ

ʲ͓ͻ͞·ͻΖ͹（อ݈෱ࢱηンタʔ２階）r
ὸ5�ɾ�1��ʢ໾৔こͲも՝ʣ

ෆఆظʢޕ前࣌̕～ਖ਼ޙ̍ޕ、ޕ ࣌～̏ ࣌ʣ

˕͓͸ͳ͠ձ
˙日࣌　݄̎1�೔ʢ݄ʣޕ前1�࣌～1�࣌��෼
˞ਃࠐෆཁ

ʲ͋͜Β（Έΐ͏͡ΐ͏͜Ͳ΋Ԃ಺）r
ὸ5�ɾ�55�

明
和
町
立
児
童
セ
ン
タ
ー

　

各
種
行
事
の

　
　
　

参
加
者
を
募
集

　
お
気
軽
に
ご
参
加
を

　
　
　
　（
子
ど
も
た
ち
対
象
）

͓ ஌ Β ͤ
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小
皿
を
５
枚
作
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
18
日
︵
火
︶
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員　

20
人
︵
先
着
順
︶

■
講
師　

印
藤
幸
恵
さ
ん

　
　
　
　

印
藤
友
一
さ
ん

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

等■
申
込
期
間　

２
月
４
日
︵
火
︶

～
10
日
︵
月
︶︵
８
日
︵
土
︶、
９

日
︵
日
︶
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。︶

ͻͱɾ· ɾͪ
;Ε͍͋企画

町ਓݖηンタʔ

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

○
小
皿
を
作
ろ
う
！

ࣸਅはイϝーδです

　

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方

を
学
ん
で
、
至
福
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を

　
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

い
ち
ご
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

ピ
ン
ク
色
の
可
愛
い
ム
ー
ス
ケ
ー

キ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
お
ひ
と
り

様
１
台
ず
つ
５
号
の
ホ
ー
ル
ケ
ー

キ
を
箱
に
入
れ
て
お
持
ち
帰
り
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

２
月
28
日
︵
金
︶　　

　

午
前
の
部

　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
の
部

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
と
も

各
12
人
︵
先
着
順
︶

■
講
師　

瀧
川　

陽
子
さ
ん

■
参
加
費　

２
︐
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

○
ひ
な
ま
つ
り
の

　
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
！

　

血
液
や
リ
ン
パ
の
流
れ
を
よ
く

し
て
、
冷
え
性
、
肩
こ
り
、
疲
労

感
な
ど
を
解
消
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

３
月
６
日
︵
金
︶
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
定
員　

30
人
︵
先
着
順
︶

■
講
師　

駒
田
奈
緒
子
さ
ん

︵
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
︶

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
バ

ス
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
で
き
る
も

の■
申
込
期
間　

２
月
25
日
︵
火
︶

～
28
日
︵
金
︶

　

受
講
資
格
は
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
20
歳
以
上
の
人
と
し
、
申

込
期
間
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
町
人
権

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
、

１
人
分
の
参
加
を
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、
20
歳
未
満
の
方
が
受

○
セ
ル
フ
・
リ
ン
パ
・
ケ
ア

　
入
門
！

■
日
時　

２
月
27
日
︵
木
︶
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
定
員　

12
人
︵
先
着
順
︶

■
講
師　

な
か
む
ら
珈
房　

中
村

雅
則
さ
ん
︵
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｊ
コ
ー
ヒ
ー

マ
イ
ス
タ
ー
︶

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
申
込
期
間　

２
月
17
日
︵
月
︶

～
21
日
︵
金
︶

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

２
月
21
日
に

ふ
れ
あ
い
映
画
会
を
開
催

　

町
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
れ

あ
い
映
画
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
21
日
︵
金
︶

　

午
前
の
部

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

　

午
後
の
部

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
10
分

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
～
あ

な
た
で
よ
か
っ
た
～
」︵
出
演
者　

戸
塚
純
貴　

水
野
久
美　

ほ
か
︶

の
上
映

※
上
映
途
中
か
ら
の
入
場
は
お
断

り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
人
権

セ
ン
タ
ー
︵
☎
55
・
３
０
５
２
︶

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

講
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
前
も
っ

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

︵
☎
55
・
３
０
５
２
︶
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
手
の
ふ
き
ん
３
枚

■
申
込
期
間　

２
月
17
日
︵
月
︶

～
21
日
︵
金
︶

　

但
し
、両
方
の
申
し
込
み
が
、

12
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
午

前
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

脳
の
健
康

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

　

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
方
や
家
族

介
護
者
の
方
の
交
流
、
情
報
交
換

や
気
分
転
換
を
目
的
に
「
脳
の
健

康　

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
認
知
症
介
護
実
践
研

修
の
修
了
者
で
Ｊ
Ａ
多
気
郡
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
す
ま
い
る
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
の
管
理
者
が

参
加
し
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
気
楽
に

認
知
症
を
語
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
18
日
︵
火
︶
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

Cafe

茶
々
︵
明
和
の

里
敷
地
内
︶

■
参
加
費　

飲
み
物
付
き
で
す
が
、

自
己
負
担
に
て
他
の
メ
ニ
ュ
ー
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

■
参
加
申
し
込
み　

明
和
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
☎
52
・

７
１
２
７
︶
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

※
認
知
症
の
方
が
お
一
人
で
参
加

さ
れ
る
場
合
は
送
迎
を
し
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
あ
わ
せ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

͓ ஌ Β ͤ
報め͍Θ޿ ྩ和̎೥
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˔ͱ　͖　݄̎ �� ೔ʢ೔ʣ　ޕ前࣌̕～ਖ਼ޕ
˔ͱ͜Ζ　明和町૯߹ମ育ؗ　ॊಓ৔ɾ݋ಓ৔
˔಺　༰　
①৺ଁ΍ٵݺがಥવࢭ·っͨਓ΁の対Ԡٴͼ৺ഏો生
　๏と "&% にؔするઆ明
②৺ഏો生๏の࣮ٕ
ᶅ "&% の࢖༻औΓѻい࣮ٕ
ؒ࣌̏ܭ  　　　　　　　　　　　

˔ఆ　һ　�� ਓʢແྉʣʢ中学生Ҏ্対৅、ఆһに
ͳΓ࣍ୈక੾ʣ
݄̎　ؒظूื˔ 1� ೔ʢ݄ʣ～ 1� ೔ʢਫʣ
˔ਃํࠐ๏　ফ๷ຊ部ຢは、د࠷Γのফ๷ॺ、෼
ॺでਃࠐॻにඞཁ事߲をهೖしͯఏग़しͯくͩさ
いɻ·ͨ、দࡕ஍۠޿Ҭফ๷૊߹のϗームϖーδ
かΒもਃࠐがで͖·すので͝ར༻くͩさいɻ
【松阪地区広域消防組合ホームページ】
IUUQ���XXX�NJe�NBUTuTBLB11��KQ�
˞講शをड͚ΒΕͨํにはʮී௨໋ٹ講शमྃূʯを　
　ަ෇し·すɻ
˔࿈བྷઌ　明和ফ๷ॺ　ٸٹ୲౰
　　　　　　ʢὸ 5�ɾ56��　'"9 5�ɾ111�ʣ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

　

明
和
町
消
防
団
で
は
、
火
災
予

防
啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
参
加
の
チ
ー
ム
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
１
日
︵
日
︶
午
前

８
時
30
分
～
正
午
予
定
︵
受
付
＝

午
前
８
時
～
︶

■
場
所　

明
和
町
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格
等　

１
人
以
上
の
町

内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
を
登
録

し
編
成
し
た
チ
ー
ム
︵
監
督
＝
１

人
、
選
手
＝
６
人
以
内
︶、
試
合

は
４
人
制
で
常
時
女
性
が
２
人
以

上
出
場
す
る
こ
と

■
募
集
チ
ー
ム
数　

先
着
順
で
24

チ
ー
ム
ま
で

■
申
し
込
み　

松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
に
備
え
付
け

の
申
込
書
で
、
２
月
１
日
︵
土
︶

午
前
８
時
30
分
か
ら
２
月
19
日

︵
水
︶午
後
５
時
ま
で
に
申
し
込
み

※
大
会
の
競
技
規
則
は
、
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
制
定
の
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
規
則
を
準
用

し
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、明
和
消
防
署︵
☎

52
・
５
６
０
０
︶
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ր災༧防ܒ発

明和町ফ防ஂ

͋ͳͨʹͰ͖ΔԠٸख౰ͷ
͢·͠࠵शձΛ։ߨ

˞Ԡٸ手౰ 8&# 講शをड講さΕͨํは 1 ࣌ؒ୹
ॖさΕ·すので、ޕ前 1� ࣌かΒ開࢝とͳΓ·すɻ
ͦのࡍは、ඞͣड講ূ明ॻをҹ࡮、·ͨはը໘ϝ
Ϟ౳しͨものを࣋ࢀしͯくͩさいɻ

ී௨໋ٹ
शձߨ

ʲ೶ऀۀ年ۚの͝Ҋ಺ʳ
　೶ۀ者年金は、国ຽ年金のୈ̍߸ඃอݥ者

ʢ�� Ҏ্ࡀ 6� のਓͳۀ΍ࣗӦۀະຬで೶ࡀ
Ͳʣで、年ؒ 6� ೔Ҏ্೶ۀにै事するਓが
೚ҙՃೖで͖るެత年金੍౓ですɻ
① ࣗ෼の年金ࢿݪをࣗ෼でੵΈཱͯるʮੵཱ　 

ํ ʢࣜ֬ఆڌग़ܕʣʯの年金ですɻ
② อݥྉ ʢֹֹ݄��
��� ԁ～ 6�
��� ԁʣは、　 

ࣗ༝にઃఆɾ૿ֹがՄೳですɻ
ᶅ �� でのอূがͭい·ࡀ ʮͨऴ਎年金ʯですɻ
ᶆ อݥྉは、શ ʮֹࣾ会อݥྉʯとしͯॴಘ

আで͖·すɻ߇
ᶇ ೝఆ೶ۀ者ͳͲҰఆのཁ݅をຬͨす৔߹

は、อݥྉの国ิݿॿが͋Γ·すɻ
˞ ৄしくは、明和町೶ۀҕһ会ʢὸ5�ɾ�1��ʣ、
　 ·ͨはଟ܊ؾ೶ڠۀಉ૊߹֤ࢧళ΁お໰い

߹Θͤくͩさいɻ

■
日
時　

２
月
25
日
︵
火
︶

　

午
後
３
時

■
場
所　

明
和
町
中
央
公
民
館

　

２
階
中
会
議
室

■
演
題　

児
童
虐
待
の
現
状
と
対

応■
講
師　

元
三
重
県
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
所
長　

鈴
木　

聡
さ
ん

■
参
加
対
象　

民
生
児
童
委
員
、

保
育
士
、
幼
小
中
教
職
員
、
児
童

虐
待
防
止
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど

【
明
和
町
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　

令
和
元
年
度 

Ｍ
Ｃ
ネ
ッ
ト
研
修
会

■
申
し
込
み　

不
要

︽
主
催
︾

Ｍ
Ｃ
ネ
ッ
ト
︵
明
和
町
子
ど
も
家

庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︶

め
ば
え
ネ
ッ
ト
︵
明
和
町
子
ど
も

発
達
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︶

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
あ
ゆ
み
課

︵
☎
52
・
7
１
１
５
︶

͓ ஌ Β ͤ
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（�0�0೥） ݄̎߸

11



第40回環境学習会参加者募集
「いま、なぜＳＤＧｓなのか　～未来から問われていること」

　す΂ͯのਓがʮਓؒΒしく฻Βすことがで͖るࣾ会ʯを࡞Γͩすͨめの໨ඪ、ͦΕが̨̙̜͂ɻʢ࣋ଓՄೳ
ͳ開ൃ໨ඪʣ
　ੈքڞ௨の໨ඪで͋Γ、���� 年がୡ੒年౓ɻ໨ඪをୡ੒するͨめに、ͨࢲちがԿにऔΓ૊ΈԿをすΕ͹
いいのか、Ұॹに学ͼ͋い·ͤんかɻ

˙ͱ　͖　ྩ和̎年݄̎ �� ೔ʢ౔ʣ࣌̍ޙޕ �� ෼～̏࣌
˙ͱ͜Ζ　ҏ੎Ϧαイクϧϓラβʢҏ੎市西๛඿町 65�ʣ 
さんࢠ学श৘ใηンλー　　৽ւ　༸ڥ؀ݝ三重　ࢣ　ߨ˙
˙໰߹ͤ　ὸ �5�6ɾ��ɾ����　ҏ੎Ϧαイクϧϓラβ
˞ਃࠐΈはෆཁです

೩΍ͤΔ͝Έͷݮ࡟ɺ
ͩ͘͞ྗڠ͝ʹΈͷ෼ผ͝ݯࢿ ʂ͍

っͨとこΖ࣍のΑうͳ಺༁にߦ年౓にҾ͖ଓ͖、明和町のՈఉかΒग़る೩΍ͤる͝ΈのαンϓϦンάௐࠪをࡢ　
ͳΓ·しͨɻ

年౓は、೩΍ͤる͝Έの中にࠞೖするʮະར༻৯඼ɾ৯ࠓ　
΂࢒しʯ΍ʮ生͝Έʢ૲ɾͤんఆࢬをؚΉʣʯのྔがࡢ年౓と
ൺֱしͯݮগし·しͨɻҰํで、ʮͦのଞ೩΍ͤる͝Έʯは૿
Ճし·しͨɻ
　生͝Έは、重ྔの̓～ׂ̔がਫ෼で͋るといΘΕͯおΓ、
ਫ੾ΓをしっかΓߦい、生͝Έॲཧػ΍ίンϙスト༰ثͳͲ
をར༻しͯଯං化することで、େ෯ͳྔݮ化がظ଴で͖·す
ので、ΑΓҰ૚生͝Έのݮ࡟に͝ྗڠをおئいし·すɻʢ೩΍
ͤる͝ΈのྔがݮΕ͹、ॲཧඅ༻の཈੍にͭͳがΓ·すɻʣ
　·ͨ、೩΍ͤる͝Έの中にະར༻の··の৯඼がݟड͚Β
Ε·すɻ৯඼を৆ຯɾফඅݶظ಺にར༻すること΍、ඞཁҎ
্にߪೖしͳいことを৺ֻ͚ることで、೩΍ͤる͝Έのྔݮ
化にͭͳがΓ·すɻޙࠓも、ྔݮ化΁の͝ྗڠをおئいし·すɻ
˞生͝Έॲཧػ౳をߪೖのࡍには、ॿ੒੍౓をઃ͚ͯい·すɻ
　ৄしくは、ਓݖ生ڥ؀׆՝  ڥ؀ɾॅຽڠಇ܎
　　　　　　　ʢὸ 5�ɾ�11�ʣ΁お໰い߹Θͤくͩさいɻ

೩΍ͤる͝Έとしͯग़さΕͯいͨະར༻৯඼

ෆ೩͝Έ
��6ˋ

ϓラスチック੡
༰ثแ૷ ɾྨ

ϖットボトϧ
1���ˋ

ɾ෍ྨࢴ
ʢݯࢿ෺のΈʣ

11��ˋ
ͦのଞ

೩΍ͤる͝Έ
����ˋ

ੜ͝Έ
（૲ɾͤ Μఆࢬ
をؚΉ）
　 20.9ˋ

ฏ੒30年౓
ະར༻৯඼ɾ
৯΂࢒し
��5�

令和ݩ年౓
ෆ೩͝Έ

���ˋ
ϓラスチック੡

༰ثแ૷ ɾྨ
ϖットボトϧ

1���ˋ

ɾ෍ྨࢴ
ʢݯࢿ෺のΈʣ

1���ˋ

ͦのଞ
೩΍ͤる͝Έ

����ˋ

ੜ͝Έ
（૲ɾͤ Μఆࢬ
をؚΉ）
　36.1ˋ

ະར༻৯඼ɾ
৯΂࢒し
16�6�

͓ ஌ Β ͤ
報め͍Θ޿ ྩ和̎೥

（�0�0೥） ݄̎߸
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幼
児
健
診
日
程
（
対
象
の
方
に
は
す
で
に
個
別
で
通
知
し
て
い
ま
す
。）

場
所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
者　

２
月
18
日︵
火
︶・

３
月
10
日
︵
火
︶ 
＝
1
歳
６
ヵ
月

児■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
者　

２
月
６
日︵
木
︶・

３
月
12
日
︵
木
︶
＝
２
歳
６
ヵ
月

児■
受
付
時
間　

午
前
９
時
15
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
者　

２
月
25
日︵
火
︶・

３
月
24
日
︵
火
︶
＝
３
歳
６
ヵ
月

児■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
眼
耳
ア
ン
ケ
ー
ト
、

検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者　

２
月
14
日︵
金
︶・

３
月
６
日
︵
金
︶
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

݄̏̍೔͔Β݄̏̓೔·Ͱय़ͷશࠃՐࡂ༧๷ӡಈ
શࠃ౷Ұ๷Րඪޠʰͻͱͭͣͭɹ͍͍ͶʂͰ֬ೝɹՐͷ༻৺ʱ

અをܴ͑·すɻقのൃ生し΍すいࡂ૩し、Րסがؾۭ　
　町ຽのօさ·に๷Րにؔするҙࣝ΍ߦಈྗをߴめͯいͨͩくことにΑΓ、Րࡂのൃ生を๷͗、ສҰൃ生し
ͨ৔߹にもඃ֐を࠷小ݶにとͲめ、ՐࡂかΒଚい໋とو重ͳ財࢈をकることを໨తとしͯい·すɻ
͍のͪをकΔ　̓ͭのϙΠンτ

ɾ৸ͨ͹͜は、ઈ対にしͳいɻ
ɾετʔϒは೩͑΍すいものかΒ཭ΕͨҐஔで࢖༻するɻ
ɾ͜ΜΖのͦ͹を཭Εる࣌は、ඞͣՐをফすɻ
ɾՐࡂをૣظにൃݟするͨめに、ॅ୐༻Ր災ܯใثをઃஔするɻ
ɾ৸۩、ҥྨ΁のணՐを๷ぐͨめ、防Ԍ඼を࢖༻するɻ
ɾॳظফՐのͨめに、ॅ୐༻ফՐثをઃஔするɻ
ɾՐࡂがൃ生しͨ࣌のͨめにྡۙॴのྗڠମ੍をͭくるɻ

˞Րࡂ༧๷৚ྫにΑΓ、す΂ͯのॅ୐にʮॅ୐༻Րܯࡂใثʯのઃஔがٛ຿෇͚ΒΕͯい·すʂ
　ઃஔࡁΈのʮॅ୐༻Րܯࡂใثʯは、ఆظతに࡞ಈするか఺検し、1� 年を໨҆にऔΓସ͑·しょうɻ
໰͍߹Θͤ　ফ๷ຊ部༧๷՝ʢὸ �5��ɾ�5ɾ1�1�ʣ

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

Ր͔ࡂΒ
ଚ͍ੜ໋Λ

कΖ͏

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
児　

２
月
20
日
︵
木
︶

午
前
10
時
～
11
時
半
＝
離
乳
食
に

つ
い
て
知
り
た
い
方
︵
生
後
５
ヵ

月
頃
の
乳
児
を
持
つ
保
護
者
︶

■
内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具

■
申
し
込
み　

２
月
13
日
︵
木
︶

ま
で
に
健
康
あ
ゆ
み
課
︵
☎
52
・

７
１
１
５
︶

※
先
着
15
人

˙日　　࣌　ྩ和̎年݄̎̐೔ʢՐʣ、1� ೔ʢ金ʣ、
　　　　　　�1 ೔ʢ金ʣ、�� ೔ʢ金ʣ
　　　　　　ॳڃコʔε　ޕ前࣌̕～ 1� ࣌、
　　　　　　தڃコʔε　ޕ前 1� ࣌ �� ෼～
　　　　　　　　　　　　11 ࣌ �� ෼
˙場　　ॴ　明和町૯߹ମ育ؗ
˙࣋ͪ෺౳　ӡಈし΍すい෰૷、ӡಈγューζ、
　　　　　　ਫ෼ʢお஡ͳͲʣ、λΦϧ
˞ਃしࠐΈはෆཁですɻࢀՃر๬のํは、౰೔૯߹

ମ育ؗ΁おӽしくͩさいɻৄしくは、໾৔健康͋
ΏΈ՝　健康ͮくΓ܎ʢὸ 5�ɾ�115ʣ·でɻ

͓ͱͳࣨڭؾݩͰ
 ҰॹʹମΛಈ͔͠·͠ΐ ʂ͏

͓ ஌ Β ͤ
報め͍Θ޿ ྩ和̎೥

（�0�0೥） ݄̎߸
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（年12月1日～31日ݩ令和）大਒౓ผ地਒回਺࠷ ˙
਒　౓ ̍ ̎ ̏ ̐ 5ऑ ڧ5 6ऑ ڧ6 ̓ ܭ߹
શ　ࠃ �� 1� 1� � � � � � � 1��

明和町˞ ̌ � ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ �
˞໾৔にઃஔのܭଌ਒౓ܭにΑるɻ

˙ 町಺のަ௨ނࣄ発ੜঢ়گ
11 ʢ݄֓਺ʣ ��1�年1݄

かΒ11݄のྦྷܭ
前年ൺ

ʢྦྷܭʣ
ਓ਎事݅ނ਺ 5 ݅ �5 ݅ ʵ 1� ਓ

ෛই者਺ 5 ਓ �6 ਓ ʵ �� ਓ
者਺ࢮ � ਓ � ਓ 1 ਓ

˙ 町಺の࣏҆৘੎（令和ݩ年11月１日～30日ɺ֓ ਺）
手　ޱ ݅਺ʢ前݄ൺʣ 手　ޱ ݅਺ʢ前݄ൺʣ

ۭ͖૥ͶΒい ̍ʢʴ̍ʣ Φートόイ౪  ̌ʢ　̌ʣ
೜ͼࠐΈ ̌ʢ　̌ʣ ࣗసं౪  ̌ʢʵ̍ʣ

部඼ͶΒい ̌ʢ　̌ʣ ͦのଞʢ˞ 1ʣ  ̑ʢʵ̐ʣ
ं্ͶΒい ̌ʢ　̌ʣ ܭ　߹    ̒ʢʵ̐ʣ

ʢ˞̍ʣʮͦのଞʯは、্ ѱ൜、஌ೳ൜ͳͲʣڟ๏൜ʢܐҎ֎のه

ਓの͏͖͝
1 月のਓޱ

  ૯ਓޱ：��
1�� ਓ
  　　உ：11
1�6 ਓ
  　　ঁ：11
�6� ਓ
  ੈଳ਺：�
1�� ੈଳ

12 月தのओͳ૿ݮ
ग़　生：      � ਓ
��   ：๢　ࢮ ਓ
సೖ౳：   5� ਓ
సग़౳：   �� ਓ

三Տ઒のਫ࣭　　࠾ਫ೔ʢྩ和ݩ年 11 ݄ � ೔ʣ

Տ઒໊ ߲　໨
1) #0% 44 %0

ᜄ　઒ʢԼڮࢳޚʣ 6�� ��5 6�� ���
ʣڮށథ઒ʢീ໦࡫ ��1 ��� 1��� ���
େງ઒ʢେງ઒ڮʣ 6�5 1�� ��� ��6

#：ߟࢀ థ઒ʣ࡫ʢܕྨ
のجڥ؀४஋

6�5 Ҏ্
��5 ҎԼ

���
ҎԼ

�5��
ҎԼ

5��
Ҏ্

˞ 1)ʢਫૉイΦンೱ౓ʹਫのੑࢎ、アϧカϦੑのఔ౓をࣔし、̓前
෺がඍػਫ中の༗ʹྔٻૉཁࢎがඪ४Տ઒ਫʣ、#0%ʢ生෺化学తޙ
生෺のಇ͖にΑっͯ෼ղさΕると͖にফඅさΕるࢎૉྔで、Տ઒のԚ
୙をଌる୅දతͳࢦඪʣ、44ʢු༡෺࣭ྔʹਫ中にු༡しͯいるඍࡉ
ͳܕݻ෺のྔʣ、%0ʢ༹ଘࢎૉྔʹਫ中に༹ղしͯいるࢎૉྔで、Ԛ
୙がஶしいՏ઒では௨ৗ௿い஋をࣔし、ྨڕが生ଘで͖ͳくͳるʣ
˞ #0%ɾ44ɾ%0 の୯Ґ ʹ ̶̼ � Ὑ

　ਓݖにؔする೰Έ事が͟͝い·しͨΒ、Ұਓで೰·
ͳいで͝૬ஊをおड͚いͨし·すので、ܰؾに͝૬ஊ
くͩさいɻ૬ஊはແྉ、ൿີはݫकし·すɻ
˙日　࣌　݄̎ �1 ೔ʢ金ʣ　ޕ前࣌̕ �� ෼～ਖ਼ޕ
˙場　ॴ　町ਓݖηンλー
˙ి　࿩　̑̑ɾ̏̌̑̎ʢਓݖηンλーڞ௨ʣ
˙૬ஊһ　町ਓݖ༴ޢҕһ
˞ৄしくは、町ਓݖηンλーʢὸ̑̑ɾ̏̌̑̎ʣ΁
　お໰い߹Θͤくͩさいɻ

「よろず人権相談所」の開設について

ʢ༗ྉࠂ޿ʣ

第124回ライブスペース勢の！ in明和vo.6を開催します
（赤い羽根共同募金事業）

年もライブスϖース੎のࠓ　 JO 明和を開࠵し·すɻ࿝एஉঁ໰Θͣ
ΈんͳでҰॹにԻָをָしΉライブイϕントです̇
　ͥͻ͝དྷ৔くͩさいɻ

ͱ　͖：݄̏̍೔ʢ೔ʣ開৔　࣌̍ޙޕ
　　　　　　　　　　　開࣌̍ޙޕ　࠵ �� ෼～̏࣌ �� ෼
ͱ͜Ζ：い͖ͭのΈ΍஍Ҭަྲྀηンλー
ग़　ԋ：͋Γんこスϖγϟϧʗ 'See; #"/% ʗͺる̇ʗ
　　　　ԣథ۞ָ部ʗ٢઒৳޾ʗ
　　　　"NPOH6Tʢ:PTIJEB�+u/�&J+�ʣ

　　　　　　　　　　　開࣌̍ޙޕ　࠵ �� ෼～̏࣌ �� ෼

͋Γんこスϖγϟϧʗ 'See; #"/% ʗͺる̇ʗ

入場無料！
みんなで

盛り上がりましょう

社協だより 明和町ࣾձ෱ٞڠࢱձ（明和のཬ಺）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52ɾ7056　FAX 52ɾ7057
IUUQ���XXX.NB.NDUW.OF.KQ�dNFJ-TLZo�

˞ৄしくは、ࣾ会෱ٞڠࢱ会ʢὸ 5�ɾ��56ʣ·でお໰い߹Θͤくͩさいɻ

つどい子ども食堂

つどいこども食堂

͓ ஌ Β ͤ
報め͍Θ޿ ྩ和̎೥

（�0�0೥） ݄̎߸
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ަ௨ނࣄແྉ૬ஊձの։ઃ（２月ɾ̏ 月）
　明和町では、ަ௨事ނඃ֐者ࢧԉηンλー೿ݣһに
Αる、ަ ௨事ނの૬ஊ会ʢաׂࣦ߹の൑ྫ、ࣔ ஊの࢓ ɾํ
ਐめํ、ഛঈ੥ٻとഛঈֹのࢉఆ、ͦのଞ૬ஊ౳ʣを
࣍の௨Γ開࠵し·すɻօさん、おܰؾに͝ར༻くͩさいɻ
˙日࣌
　݄̎1�೔ʢਫʣ̍部  ࣌̍ޙޕ～̎࣌  ɾ̎部  ޙޕ
　　　　　　　　 ̎ ࣌～̏࣌　˞໊֤̍
　̡ ཁ༧໿ʳਃݶظࠐ　݄̎ 1� ೔ʢ݄ʣޕ前 11 ࣌
　　　　 　 ˞ おਃࠐΈのड෇は、ฏ೔のΈとͳΓ·すɻ
　݄̏11೔ʢਫʣ̍部  ࣌̍ޙޕ～̎࣌  ɾ̎部  ޙޕ
　　　　　　　　 ̎ ࣌～̏࣌　˞໊֤̍
　̡ ཁ༧໿ʳਃݶظࠐ　݄̏ 1� ೔ʢՐʣޕ前 11 ࣌
　　　　 　 ˞ おਃࠐΈのड෇は、ฏ೔のΈとͳΓ·すɻ

˞日࣌͸มߋʹͳΔ場߹͕͋Γ·すɻ

˙場ॴ　明和町อ健෱ࢱηンλー̍ ' 和ࣨ
　˞ৄしくは、 ਓݖ生ڥ؀׆՝ڥ؀ɾॅຽڠಇ܎
　　ʢὸ 5�ɾ�11�ʣ΁お໰い߹Θͤくͩさいɻ

　

２
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
日

曜
（
窓
口
）
開
庁
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
各
種
証
明
書
の
発

行
を
は
じ
め
、各
種
申
請
書
の
受
付
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
日
の
役
場
の
手
続
き
等
が
困
難
な
人
は
、ぜ
ひ
、日
曜（
窓
口
）

開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
２
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
時　
２
月
２
日・９
日・16
日（
各

日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
��
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15

分※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容

は
、
事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（6

3- IUUQ���X
X

X
�UPX

O�
N

eJX
B�N

Je�KQ�

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
5�
・

７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

三重県内の最低賃金が改定されました
　三重࠷ݝ௿௞金は、ྩ和ݩ年 1� ݄̍೔かΒֹ࣌ؒ ��� ԁにͳΓ·しͨɻ
　この࠷௿௞金は、年ྸɾܗ༺ޏଶʢパートɾアϧόイトͳͲʣを໰Θͣ、三重ݝ಺でಇくશͯの
࿑ಇ者にద༻さΕ·すɻ
　·ͨ、ಛఆのۀ࢈に֘౰する事ۀ৔でಇく࿑ಇ者にద༻さΕるಛఆʢۀ࢈ผʣ࠷௿௞金が、ྩ和
年ݩ 1� ݄ �1 ೔かΒ࣍のとおΓվఆさΕ·しͨɻ

௿௞金ϫンストッ࠷຿վળॿ੒金੍౓΍ۀԉのͨめのࢧۀا௿௞金のҾ্͖͛に対Ԡしͯ、中小࠷　
ϓແྉ૬ஊ૭ޱʢ �1��ɾ111ɾ�1�ʣをઃ͚ͯい·すので、ੋඇ͝׆༻くͩさいɻ
˙໰͍߹Θͤઌ　三重࿑ಇہ௞金ࣨʢὸ �5�ɾ��6ɾ�1��ʣ

三重ݝΨラスɾಉ੡඼੡଄࠷ۀ௿௞金 ֹ࣌ؒ　��� ԁ

三重ిݝઢɾέーブϧ੡଄࠷ۀ௿௞金 ֹ࣌ؒ　��� ԁ

三重ػؾిݝցث۩੡଄࠷ۀ௿௞金 ֹ࣌ؒ　��5 ԁ

三重ݝ༌送༻ػցث۩੡଄࠷ۀ௿௞金 ֹ࣌ؒ　��1 ԁ

２
月
の
町
税
・
保
険
料

　

  

と
納
期
の
お
知
ら
せ

　

２
月
の
町
税
・
保
険
料
納

期
は
次
の
と
お
り
で
す
︵
年

金
天
引
き
を
除
く
︶。

■
固
定
資
産
税
＝
第
４
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
＝
各
第
11
期
分
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
＝
第
８
期
分

■
納
期
限
＝
３
月
２
日
（
月
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
２
月

27
日
︵
木
︶
に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

２
月
25
日
︵
火
︶、

各
日
と
も
午
後
５
時
15
分
～
８

時
　

別
日
に
夜
間
の
納
付
・
相

談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
税

務
課
に
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
場
所
と
内
容　

税
務
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

２
月
２
日
・
９
日
・

16
日
︵
各
日
曜
日
︶、
各
日
と

も
午
前
８
時
30
分
～

正
午
・
午
後
１
時
～
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容　

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
︵
☎

52
・
７
１
４
３
︶
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ʮ̝ΩャογϡϨεܾࡁʯ
࠲ߨํ͍࢖　
　Ωϟッγュレスܾࡁ΍ফඅ者ؐݩ事ۀの࢓૊Έにͭ
いͯઆ明いͨし·すɻ
　ΩϟッγュレスܾࡁにͭいͯΑくΘかΒͳいํ΍、
࢝めͯΈΑうとࢥっͯいるํͳͲ、ͨくさんの͝ࢀՃ
をお଴ちしͯおΓ·すɻ
˕ͱ͖　݄̎ 16 ೔ 	 ೔ 
 ޙޕ � ࣌～ � ࣌ �� ෼
　　　　ʢମݧίーφーは̐࣌ �� ෼·でʣ
˕ͱ͜Ζ　ϫークηンλーদࡕ 	 দࡕ市্઒町 �1��1

˕಺༰　①Ωϟッγュレスɾফඅ者ؐݩ事ۀにͭいͯ

のઆ明
　　　　②ମݧίーφー
　　　　　ʢΩϟッγュレスܾࡁのମݧがで͖·すɻʣ
　　　　ᶅ૬ஊίーφー
　　　　　ʢ事ۀ者͚޲૬ஊもおड͚し·すɻʣ
˕ఆһ　�� ਓఔ౓ʢઌணॱ 
　
ෆཁࠐՃແྉ、ਃࢀ˞　　　　
˕໰͍߹Θͤ　೶ਫ঎޻՝ 	 ὸ 5���11�


˔࢘๏ॻ࢜ແྉ૬ஊձ
　̡ 三重県࢘๏ॻ࢜ձদࢧࡕ෦ʳ
　三重࢘ݝ๏ॻ࢜会দࢧࡕ部では、૬ଓ、ొه、आ金
໰୊΍੒年ݟޙにͭいͯ、࢘๏ॻ࢜にΑるແྉ૬ஊ会
を࣍のとおΓ開࠵し·すɻ
˕日࣌　݄̎ �� ೔ʢ໦ʣ࣌̒ޙޕ～̔࣌
　　　　ʢ࣌̓ޙޕ �� ෼·でにདྷ৔くͩさいʣ
˕場ॴ　দࡕ市೔野町 ��� カϦϤンϓラβ̏֊
　　　　দࡕ市ຽ׆ಈηンλー
˞ৄしくは、三重࢘ݝ๏ॻ࢜会দࢧࡕ部࿈བྷ事຿
ͨ·、ɾླ໦ཅհ࢘๏ॻ࢜ʢὸ �5��ɾ��ɾ�6��ʣہ
は࢘ࢠݦాݹ๏ॻ࢜ʢὸ �5��ɾ��ɾ����ʣ΁お໰
い߹Θͤくͩさいɻ

˔άϥ΢ンυΰルϑ　ձһืू
　ʪ΍ͬͯ ΈΑ͏  ΈΜͳͰָ͘͠  ݈ ͮ߁ Γ͘ʫ
　明和町άラ΢ンυΰϧフڠ会では、ϧーϧが؆୯で
୭でもがすぐにで͖、Ѫ޷者の૿͑ͯいるܰスϙーπ
としͯ会һを募ूしͯおΓ·すɻʢೖ会金  年ؒ  ઍԁʣ
　6� ࢱҎ্のํで、ຖि໦༵೔と౔༵೔にࣾ会෱࠽
会で࿅शしͯい·すので、お༑ୡとҰॹにͥͻおٞڠ
ӽしくͩさいɻ
　ৄしくは、
　　　明和町άラ΢ンυΰϧフڠ会
　　　　小ੁ　׮さんʢὸ 5���1��ʣ　
　·でお໰い߹Θͤくͩさいɻ

　市ൢの手ఏ͛ାに、ܕൈ͖ϓレートを࢖っͯ৭を
ృっͯい͖·すɻͨと͑るͳΒ、ࢠͲものࠒにˑ星
いग़しͯくͩさࢥをࣸしऔっͨことをܕでنఆܕ
いɻࣸしͨˑ星ܕに޷Έの৭ృΓをしͯ、ֆをඳ͖
足す͡ײで׬੒さͤͯい͖·すɻ
　Έんͳでָしく࡞っͯお࣋ちؼΓい͖ͨͩͨいと
い·すɻࢥ
˙日　࣌　݄̎ �� ೔ʢ໦ʣ࣌̎ޙޕ～̏࣌ �� ෼
˙場　ॴ　旧ͳΓͻΒอ育ॴʢେཎʣ
��Ճඅ　5ࢀ˙ ԁ
˙ఆ　һ　15 ໊ʢઌணॱʣ
˙࣋ͪ෺　ԚΕͯもྑい෰૷でおӽしくͩさいɻ
　　　　　ɾΤϓϩン　ɾ手১λΦϧ
　　　　　ɾਫೖΕʢ͋Ε͹ֆの۩༻ਫೖΕʣ
˙͓ਃ͠ࠐΈ　ʢҰࣾʣ明和ޫ؍঎ࣾ　ᖒଜ
　　　　　　　　　ʢὸ  67ʵ６̔̑０ʣ·で

ᴷ 明和ޫ؍঎ࣾΠϕンτ K

　ΦリδφルϚΠόοάを
ָ͠Έ·͠ΐ͏

～τʔルϖΠンτͰࣗ෼Β͠͞をදݱ～

２月ͱ̏月の行੓૬ஊɾ৺഑͝ͱ૬ஊ
˙日࣌ͱ಺༰　①݄̎̏೔ʢ݄ʣ ޕ前࣌̕ �� ෼～ਖ਼ߦʹޕ੓
૬ஊɾ৺഑͝と૬ஊ、②݄̎ 1� ೔ʢ݄ʣ 1ޙޕ ࣌ �� ෼～ �
࣌ʹ৺഑͝と૬ஊ、ᶅ݄̏̎೔ʢ݄ʣ ޕ前࣌̕ �� ෼～ਖ਼ޕʹ
੓૬ஊɾ৺഑͝と૬ஊ、ᶆ݄̏ߦ 16 ೔ʢ݄ʣ ޙ̍ޕ ࣌ �� ෼
～̐࣌ʹ৺഑͝と૬ஊ
˙場ॴ　明和町อ健෱ࢱηンλー
˞ৄしくは、明和町ࣾ会෱ٞڠࢱ会ʢὸ 5�ɾ��56ʣ΁お໰
い߹Θͤくͩさいɻɻ

　明和町では、ফඅ生׆૬ஊһにΑるফඅ生׆૬ஊʢফඅ
生׆にؔするۤ৘΍トラブϧ౳ʣの૭ޱを࣍のとおΓ開ઃ
し·すɻօさん、おܰؾに͝ར༻くͩさいɻ
˙日࣌　①݄̎ 1� ೔ʢਫʣ、②݄̏ 1� ೔ʢՐʣ
࣌ؒは֤೔ともޕ前 1� ࣌～ਖ਼ޕɾ࣌̍ޙޕ～̏࣌
˙場ॴ　໾৔̍֊　ୈ̎会ٞࣨ
˞ৄしくは、ਓݖ生ڥ؀׆՝ ڥ؀ɾॅຽڠಇ܎ʢὸ 5�ɾ�11�ʣ
΁お໰い߹Θͤくͩさいɻ

２月ͱ̏月のʮফඅੜ׆૬ஊʯ૭ޱの։ઃ

͓ ஌ Β ͤ
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ˑ࢛قలࣔ　͍͖ͭのΈ΍のय़～౧のઅ۟～
、୅のおͻͳさ··でݱ୅のおͻͳさ·かΒ࣌ށߐ　
ͨくさんのͻͳ০Γが০ΒΕ·すɻฏ҆࣌୅のߦ事

ʰ্າのઅ۟ʱのパωϧలࣔͳͲも͋Γ、ޒઅ۟
のలࣔの中でҰ൪
՚΍かにؗ಺が০
ΒΕ·すɻ ΍ઔף
を࡞るϖーパークラ
フト、おͻͳさ·の
ϙッϓアッϓカーυ
を࡞るແྉମݧも
͋Γ·すɻ

˙లࣔ11݄̎：ؒظ೔ʢՐɾॕʣ～݄̏̔೔ʢ೔ʣ

ˑ͓ͻͳ͞·ʹͳΖ͏
　ฏ҆و଒のこͲも૷ଋをணͯ、おͻͳさ·にͳΓ
·しょうɻ
　ࣸਅࡱӨは、カϝラを࣋͝ࢀくͩ さいɻ

˙日࣌：݄̏̍೔ʢ೔ʣޕ前1�࣌～࣌̐ޙޕ
　　　　　ʢਖ਼࣌̍ޙޕ～ޕをআくʣ
Ճඅ：5��ԁࢀ˙
˙ఆһ：6�ਓ
　　  　ʢ౰೔ड෇ʣ

ˑ࠲ߨ XJUI ମݧᶇ
　  ʮ೏͍ା　ʕ ૝͍をࠐΊͨ߳Γ ʕʯ
　お߳にͭい 、ͯ文ݙ΍ࢿྉを༻いͯ঺հし·すɻ
　ମݧでは೏いାをイϝーδしͨ小෺ͮくΓに௅ઓ
しͯΈ·しょうɻ

日：݄̏̓೔ʢ౔ʣ࠲ߨ˙
～前1�࣌ޕ①　　
　前11࣌��෼ޕ　　　　
～࣌̎ޙޕ②　　
��෼࣌̏ޙޕ　　　　
Ճඅ：ແྉࢀ˙
˙ఆһ：֤࣌ؒ��ਓ
ʢఆһを௒͑ͨ৔߹はந選ʣ
˙ਃ͠ࠐΈؒظ　
　　݄̎11೔ʢՐɾॕʣ～ ��೔ʢ೔ɾॕʣ

ਃしࠐΈɾͦのଞのମݧ౳の໰い߹Θͤは、
い͖ͭのΈ΍歴史ମؗݧʢὸ 5�ɾ����ʣ΁ɻ

;Δ͞ͱձ͔ؗΒ͓஌Βͤ

ʮ̠͓͸ͳ͠খṀʯのօ͞ΜʹΑΔಡΈฉ͔ͤ
˙日࣌：݄̎��೔ʢ೔ʣ࣌̎ޙޕ～
˙場ॴ：;るさと会ؗ̍֊ࣇಐࣨ
˙಺༰：ֆ　ຊʮΏ͖;;;ʯ
　　　　　　 　ʮくͭが͡·んのΉかでさんʯ
ʮίッίお͹さんのおいしいレストランʯډࣳࢴ　　　　
ʮ̠ձؗεタοϑʯʹ ΑΔಡΈฉ͔ͤ

˙日࣌：݄̎��೔ʢ໦ʣޕ前11࣌～
˙場ॴ：;るさと会ؗ̍֊ࣇಐࣨ
ʮ̠ͯΜͱ͏Ή͠ʯʹ ΑΔಡΈฉ͔ͤ

˙日࣌：݄̎̔೔ʢ౔ʣ࣌̎ޙޕ��෼～
˙場ॴ：;るさと会ؗ̍֊ࣇಐࣨ
˙಺༰：ֆ　ຊʮΘͨしのおͻͳさ·ʯ
ʮͳͥ、おͻͳさ·をか͟るのʁʯډࣳࢴ　　　　

˓２月のϫʔΫγϣοϓ͸ະఆͰす
˓;Δ͞ͱձؗಛผల
　஛ᣕ舎૑ཱ10प年ه೦
　஛の࡞඼ืूۀࣄʮ஛の࡞඼లʯ
～೔ʢՐʣ݄̐̎：ؒظ˙ ��೔ʢ໦ʣ
˙場ॴ：;るさと会ؗ̎֊ಛผలࣔ৔
 ɾʮアトϦΤϛϗ、アトϦΤίόのࢠͲもͨち࡞඼

లʯ、ʮٶࡈ小学校̐年生ࣇಐ　஛චでॻいͨॻ
のలࣔ会ʯをಉ࣌開࠵し·すɻ

˓;Δ͞ͱձ͔ؗΒ
　றं場ར༻ʹ͍ͭͯの͓͍ئͱ͝Ҋ಺
 ɾ;るさと会ؗ前のறं৔ར༻に͖ͭ·しͯは、

നઢ಺றंに͝ྗڠい͖ͨͩ੣に͋Γがとう͝
͟い·すɻこのறं৔は、中ԝެຽؗ、อ健෱
とͳっ༺ڞηンλー、αϙートηンλーとのࢱ
ͯおΓ、ߦ事にΑっͯはຬंঢ়ଶの৔߹が͋Γ
·すɻͦのࡍは、;るさと会ؗཪにもお٬༷༻
றं৔が͋Γ·すので、ͦちΒを͝ར༻いͨͩ
͖·すΑう、おئいいͨし·すɻ

˓２月のؗٳ日
 ɾ ̏೔ʢ݄ʣ、1�೔ʢ݄ʣ、1�೔ʢ݄ʣ、�5೔ʢՐʣ、

��೔ʢ金ʗ݄຤ؗ಺੔ཧ೔ʣ
˓ॕ日։ؗ
 ɾ̍̍ ೔ʢՐʗݐ国ه೦の೔ʣはॕ೔開ؗですɻ
　��೔ʢ݄ʗఱߖ஀生೔のৼସٳ೔ʣはॕ೔開ؗ

ですɻ
˞ৄしくは、;るさと会 ʢؗὸ5�ɾ�1�1ʣ΁お໰い

߹Θ Լͤさいɻ

͍͖ͭのΈ΍ྺ࢙ମ͔ؗݧΒ͓஌Βͤ

 ◆「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ 
・日 時：２月２３日（日）午後２時～ 
・場 所：ふるさと会館１階児童室 
・内 容：絵 本「ゆきふふふ」 

「くつがじまんのむかでさん」 
紙芝居「コッコおばさんのおいしいレストラン」 

 ◆「会館スタッフ」による読み聞かせ 
・日 時：２月２７日（木）午前１１時～ 
・場 所：ふるさと会館 1 階児童室 

◆「てんとうむし」による読み聞かせ 
・日 時：２月８日（土）午後２時３０分～ 
・場 所：ふるさと会館１階児童室 
・内 容：絵 本「わたしのおひなさま」 

紙芝居「なぜ、おひなさまをかざるの？」 
○２月のワークショップ：未定です 
○ふるさと会館特別展 竹茗舎創立１０周年記念 竹の作品募集事業「竹の作品展」 
・期日：２月４日（火）～２７日（木） 
・場所：ふるさと会館２階特別展示場 
・「アトリエミホ、アトリエコバの子どもたち作品展」、「斎宮小学校４年生児童 竹筆で書い

た書の展示会」を同時開催します。 
○ふるさと会館から：駐車場利用についてのお願いとご案内。 
・ふるさと会館前の駐車場利用につきましては、白線内駐車にご協力いただき誠にありがと

うございます。この駐車場は、中央公民館、保健福祉センター、サポートセンターとの共用

となっており、行事によっては満車状態の場合があります。その際は、ふるさと会館裏にも

お客様用駐車場がありますので、そちらをご利用いただきますよう、お願いいたします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミニストップ 
 

 
郵便局        ＧＳ 

 
※会館裏の駐車場からは、（     ）を通って会館正面入り口に通り抜けができます。 

 
○２月の休館日 

・３日（月）、１０日（月）、１７日（月）、２５日（火）、２８日（金／月末館内整理日） 
○祝日開館：１１日（火／建国記念の日）は祝日開館です。 

２４日（月／天皇誕生日の振替休日）は祝日開館です。 
※詳しくは、ふるさと会館（☎５２－７１３１）へお問い合わせ下さい。 
 

グラウンド 

 

明和の里 

グラウンド 

ふるさと会

館 
福祉セン

ター 
中央公民

館 

 
役場 

■ 
■ 
■ 

明和ク

レーン 

サ ポ ー

ト セ ン

ター 
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http://www.town.meiwa.mie.jp/ 三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

期 間 明和町情報番組め～ナビ 内容

  1月30日木～
  2月  6日木　

0：00

〜　 

24：00

  2月  6日木～
  2月13日木　

2月13日木～
2月20日木　

2月20日木～
2月27日木　

2月27日木～
  3月  5日木　

●ニュー ス：①明和中学校旧校舎開放  
②さいくう西脇殿 歴史フォーラム　ほか

●トピックス：明和の伝統文化財～前野のお頭神事～

●ニュー ス：①明星小学校でライスパーティ  
②美し国駅伝明和町選手団 試走　ほか

●トピックス：ちょこっと探検 明和町～前編～

●ニュー ス：①明和中学校ボランティア部が募金贈呈  
②脳トレと足育健康ストレッチ講座　ほか

●トピックス：こんにちは、ボランティアさん5

●ニュー ス：①前野のお頭神事  
②美し国三重市町対抗駅伝　ほか

●トピックス：明和アーカイブス

●ニュー ス：①小学校で6年生を送る会  
②もうすぐ1年生　ほか

●トピックス：視聴者投稿め～Tube

明和町情報番組 め～ナビ
00分～　　ニュース
15分頃～　トピックス
※繰り返し放送

（放送休止 4:00～5:00）

放送時間・番組

行政チャンネル視聴方法
❶リモコンの
　「地上デジタル」
　 を選択

❸チャンネル上下
　 ボタンの「上」を
　 1回押す

❷チャンネル番号
　「12」を選択

広
報
め
い
わ

N
o.６

28
令

和
２

年
（

２
０

２
０

年
）

2
月

号
発

行
日

：
令

和
２

年
2

月１
日

発
　

行
：

三
重

県
明

和
町

〒
515-0332 三

重
県

多
気

郡
明

和
町

大
字

馬
之

上
945番

地
TEL：0596-52-7112（

防
災

企
画

課
）　

FA
X：0596-52-7133（

役
場

庁
舎

２
階

）　
�

（有料広告）（有料広告）

明和町行政チャンネル番組表〈1月30日木～3月5日木〉
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午
（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。
詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。
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